
「ふくしま農地再生支援事業（県単）」は、耕作放棄地を活用して、「野菜などの栽培、市民農園の開設や景

観作物の栽培を行いたい。」、また、「地域住民で協力して、ナツハゼや山菜を栽培し、加工品の商品化を行

いたい。」といった考えをお持ちの方に利用いただける事業です。 

③ 特徴的な取組み 
 平成 21 年度は実証ほ場で収穫されたそばの試食会を開催、翌年度には県オリジナ

ル育成そば品種「会津のかおり」を導入しました。さらに玉川村生産物直売所「こぶし

の里」において試食及びアンケート調査を行い、耕作放棄地の解消に向けた広報活動

にも取り組んでいます。 

② 今年度の取組み状況 
耕作放棄地再生利用緊急対策交付金を活用し、秋そばを 1.23ha に播種、ブルー 

ベリーを 21a に定植し耕作放棄地の解消を行いました。 

④ 次年度以降の抱負・活動展開予定 
耕作放棄地の活用・解消をより一層進めるため、団体での取組推進や導入作物

の選定などに重点を置き、さらなる事業面積の拡大につなげて行く計画です。 

① 協議会の設立経緯 
地域の大切な資源である農地の有効活用を図るため、耕作放棄地の再生利用の

着実な推進に資することを目的とし、平成21年 7月に設立しました。 

補助対象経費は 

（１）障がい物除去、抜根・整地、深耕等に要する経費 

（２）再生後の土壌改良や種苗導入等に要する経費 

（３）農地保全用の機械導入経費となっています。

「ふくしま農地再生支援事業（県単）」は、耕作放棄地の再
整備、農地保全用の機械導入及び地域連携による景観作物の栽培等

を実施する際の初期費用に対する補助事業です。 

 なお、耕作放棄地が自作地でも事業の実施が可能であるなど国庫

事業が活用しにくい条件でも事業の実施が可能な場合があります

ので、まずはご相談を！

補助率は４／１０以内です。（ただし、「ふくしま恵みのイレブン」のうち

園芸作物（キュウリ、トマト、アスパラガス、モモ、日本ナシ、リンドウ）

を作付けする場合及び薬用作物を作付けする場合の補助率は１／２以内） 

詳しくは、県農村振興課 連絡先 024-521-7415、又は、

最寄りの県農林事務所農業振興課へお問い合わせ下さい。



「暑さ寒さも彼岸まで」と言いますが、今年はどうなんだろうと思わせる暑さが続きました。た

だ、この天候のおかげか今年の桃は近年で最高のおいしさだったと自分では感じています。 

６月から始まる福島の果物黄金期間 は締めを迎えるが、リンゴ、柿・・・また、太る～。 

※今後「農地再生レインボー通信」の配信を希望される方は、 

nosonsh inko@pre f . fukush ima . jp までご連絡ください。 
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株式会社 新ふくしまファーム

  菅野 孝志 社長 

～福島県並びに県協議会からのお知らせ～ 
◎県協議会では、東日本大震災や原発事故で避難されている方などが避難先などの耕作放棄地を

利用して営農を再開する取組を支援する「被災者営農継続支援耕作放棄地活用事業」
の募集を行っております。本事業はこれまで、実証ほ場による営農再開や牧草地確保などに活

用されております。 

 詳しくは、県耕作放棄地対策協議会、県農村振興課、各市町村等の地域耕作放棄地対策協議会

までお問い合わせください。 

にインタビューしました!!
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